
保
険
料
の
お
得
情
報（
安
心
・
便
利
・
確
実
）

★
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い

★
納
付
書
で
の
お
支
払
い

平成17年4月から、年金の保険料が段階的に引き上げられています。

平成18年度保険料は月額・・・・13,860円

国民年金保険料が変わりました

　障害をもちながら働いたことが評価される仕組みにするため、障害基礎年金

と老齢厚生年金の組み合わせの選択が可能になりました。「障害基礎年金+老齢

厚生年金」という選択を可能にすることで、働いた期間が年金額に反映されます。

また、遺族厚生年金を受ける権利を有している場合は、障害基礎年金と遺族厚生

年金の組み合わせも可能です。併給を申請される場合は、選択申出書を提出して

いただく必要があります。

●老齢基礎年金の満額は年額
　　　　  　　　……792,100円

　ただし、これは60歳になるまでの
40年間について全て保険料を納めた
場合の金額です。保険料の未納期間や
免除を受けた期間などがある場合は、
計算式により年金額が減額されます。

「知恵と勇気で

　　消費者被害を防ごう」です。

　
身
に
覚
え
の
な
い
不
審
な
請
求
、

屋
根
・
床
下
な
ど
の
点
検
商
法
、強

引
な
訪
問
販
売
な
ど
、私
た
ち
は
様
々

な
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
囲
ま
れ
、

く
ら
し
の
中
に
不
安
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
消
費
者
が
安
全
で
安
心
し
て
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、消
費
者
が
自

分
で
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
昭
和
43
年
５
月
30
日
に
、消
費
者

の
利
益
の
擁
護
を
図
り
、国
民
の
生

活
の
安
定
と
向
上
を
目
的
と
し
て

「
消
費
者
保
護
基
本
法
」（
後
の「
消

費
者
基
本
法
」）が
制
定
さ
れ
ま
し

た
が
、そ
の
法
制
定
20
周
年
を
記
念

し
て
、昭
和
63
年
に
、経
済
企
画
庁

(

現
在
の
内
閣
府)

が
５
月
を「
消
費

者
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、私
た
ち
の
周
り
に

あ
る
消
費
者
被
害
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
、

悪
徳
商
法
で
よ
く
あ
る
手
口
を
紹

介
し
ま
す
。

■
主
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

　
ふ
と
ん
、磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
、健

康
食
品
な
ど

■
よ
く
あ
る
手
口

　
景
品
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
、安
売
り
な

ど
の
名
目
で
会
場
に
連
れ
込
む

　
　
　
　
　

　
無
料
で
日
用
品
を
配
る
な
ど
し
て
、

会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る

　
　
　
　
　

　
興
奮
状
態
に
し
た
後
、最
後
に
高

額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る

※
一
旦
会
場
に
入
っ
た
ら
、商
品
を

買
う
ま
で
帰
し
て
く
れ
な
い
こ
と

な
ど
が
あ
り
、断
り
き
れ
な
い
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

※
ま
た
、Ｓ
Ｆ
商
法
に
似
た
手
口
で
、

健
康
に
関
す
る
講
習
を
す
る
と
言

っ
て
人
を
集
め
、高
額
商
品
を
買
わ

せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

■
主
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

　
床
下
換
気
扇
、除
湿
剤
な
ど
の
防

湿
サ
ー
ビ
ス
、排
水
管
掃
除
、屋
根

工
事
、耐
震
工
事
な
ど

■
よ
く
あ
る
手
口

　「
無
料
点
検
に
来
ま
し
た
」「
近
く

で
工
事
を
し
て
い
る
も
の
で
す
が
」

な
ど
と
言
っ
て
訪
問
す
る

　
　
　
　
　

　
点
検
を
し
て
、「
す
ぐ
に
工
事
を

し
な
い
と
家
が
傾
き
ま
す
よ
」

　「
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
家
が

ダ
メ
に
な
り
ま
す
よ
」な
ど
と
不
安

を
あ
お
る

　
　
　
　
　

　「
お
宅
は
人
目
に
つ
き
や
す
い
の

で
、モ
デ
ル
工
事
と
し
て
安
く
し
ま

す
」「
格
安
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
今
日
ま

で
」な
ど
と
言
っ
て
契
約
を
急
が
す

　
　
　
　
　

　
必
要
の
な
い
商
品
の
取
り
付
け

工
事
を
行
い
、高
額
な
金
額
を
請
求

す
る

※
工
事
の
必
要
が
な
い
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。そ
の
場
で
契
約
せ
ず

に
家
族
と
相
談
し
た
り
、別
業
者
と

比
較
検
討
し
た
り
す
る
な
ど
、ひ
と

ま
ず
時
間
を
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
薬
効
を
う
た
っ
た
販
売 

　「
病
気
が
治
る
」な
ど
本
来
う
た

っ
て
は
い
け
な
い
薬
事
的
効
果
を

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
し
て
売
り
つ

け
る
。（
健
康
食
品
、ふ
と
ん
や
ネ
ッ

ク
レ
ス
な
ど
の
健
康
関
連
商
品
を
、

承
認
さ
れ
て
い
な
い
効
果
・
効
能
を

う
た
っ
て
販
売
し
て
い
る
例
が
多
い
）

■
送
り
つ
け
商
法（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

オ
プ
シ
ョ
ン
） 

　
注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
一
方

的
に
送
り
つ
け
、消
費
者
が「
受
け

取
っ
た
か
ら
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
勘
違
い
し
て
支
払
う
こ

と
を
狙
っ
た
商
法
。

①「
今
だ
け
」、「
今
日
だ
け
」、「
あ
な

た
だ
け
」そ
ん
な
う
ま
い
話
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
見
知
ら
ぬ
人
の
親
し
げ
な
接
近

や
訪
問
に
要
注
意
！
身
な
り
や
態

度
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

③
ご
近
所
や
家
族
の
話
、自
分
の
預

貯
金
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
明

か
さ
な
い
。

④
必
要
な
け
れ
ば
、「
い
り
ま
せ
ん
」

と
き
っ
ぱ
り
と
断
る
。

⑤
１
人
で
決
め
な
い
！
家
族
や
身

近
な
人
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
す
る
。

毎年５月は消費者月間です
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　■
納
付
書

　
国（
社
会
保
険
庁
）か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
、金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー（
一
部

取
扱
い
を
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
）・
農
協
・
社
会
保
険
事
務

所
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
納
付
書
に
は
、「
１
年
前
納
」

｢

半
年

前
納（
前
期
・
後
期
）｣

の
納
付
書
も
つ

い
て
い
ま
す
の
で
、ご
都
合
に
あ
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。前
納
す
る
と
、

保
険
料
が
割
引
か
れ
大
変
お
得
で
す
。

●
毎
月
納
め
た
場
合

　
１
３
、８
６
０
円
×
12
ヵ
月

　
　
　
　
＝
１
６
６
、３
２
０
円

●
前
納（
１
年
）し
た
場
合

　
一
括
１
６
３
、３
７
０
円

　
　
　
　（
２
、９
５
０
円
割
引
）

●
前
納（
６
ヵ
月
）し
た
場
合

　
一
括
　
８
２
、４
８
０
円

　
　
　
　（
６
８
０
円
割
引
）

■
口
座
振
替

　
口
座
振
替（
当
月
分
保
険
料
を
翌

月
末
引
落
と
し
）に
す
る
と
、保
険
料

を
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、納
め

忘
れ
か
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、と
て

も
便
利
で
確
実
で
す
。

●
申
し
込
み
は

　
全
国
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
農
協

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
に

①
預
貯
金
通
帳

②
通
帳
印

③
納
付
書

を
お
持
ち
の
う
え「
口
座
振
替
納
付（
変

更
）申
出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
出
書
は
保
健
医
療
課（
国
保
年

金
係
）及
び
各
支
所（
市
民
生
活
係
）

に
あ
り
ま
す
。

■
口
座
振
替
早
割

　
こ
の
早
割
制
度（
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
引
落
と
し
）を
利
用
す
る
と
、

50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、早
割
制
度
を
利
用
す
る

場
合
は
、初
回
の
口
座
振
替
の
と
き
は
、

２
ヵ
月
分
の
保
険
料
が
引
落
と
し
に

な
り
ま
す
。す
で
に
口
座
振
替
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
も
、早
割
制
度
を

ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、再
度
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。手
続
き
に
は
日

数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
月
額
１
３
、８
６
０
円

　
　
　
　
→
月
額
１
３
、８
１
０
円

■
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
５
８

西
城
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
１
２
４

東
城
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
１
２
６

口
和
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
７
―
２
１
１
２

高
野
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
６
―
２
１
１
５

比
和
支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
３
０
０
１

総
領
支
所
市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

鈎
０
８
２
４
―
８
８
―
３
０
６
３

平成18年4月より、併給の選択肢が広がりました。

65歳以後の年金（障害基礎年金）の併給

国民年金制度は、３つの基礎年金の中から
一人一年金受給します。

障害が残ったら・・・・障害基礎年金
●年金額は　1級……990,100円
　　　　　　２級……792,100円

一家の働き手を亡くしたら
　　　　　　　・・・・遺族基礎年金
子のある妻または子が受けられます。
●子(1人の場合)のある妻…1,020,000円
●子(本人のみの場合)……792,100円

65歳になったときから
　　　　　・・・・老齢基礎年金

年金受取額が変わりました

Ｓ
Ｆ（
催
眠
）商
法

点
検
商
法

そ
の
他
の
手
口

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の

５
つ
の
心
得

平成18年のテーマは

�
�
�
�

保健医療課国保年金係　鈎0824―73―1158
市民生活課生活安全係　鈎0824―73―1154




